
1. ご参加にあたっての注意事項（必ずお読みください）

• 受付は、代表者の方プラス1名程度の方が、当日の参加人数を把握してお越しください。人数分のユニフォーム等を
お渡しします。その際にチーム提出シートもご提出ください。(個人健康チェックシートはチームで保管ください)

• 主催者にて参加者・スタッフを対象とした傷害保険に加入しておりますが、補償内容は手厚いものではありません。
ま た、負傷の場合は主催者にて応急処置を行いますが、それ以後は参加チーム、保護者の責任でご対応ください。

• 救急車を呼ぶ必要がある場合、直接119番にダイヤルせず、お近くの関係者にお知らせください。

• AEDは１塁側ベンチ（運営本部）に設置いたします。

• チーム内で3名までの方が、関係者としてチームを引率し人工芝グラウンド内入ることが出来ます。なお、ハイヒー
ル等でのグラウンドへの入場はできませんので必ず運動靴でご来場いただくか、ピッチに入る前に運動靴に履き替え
てください。

• 人工芝グラウンド内での飲み物は、水のみとさせていただきます。

• 保護者の方は、人工芝グランド内には入れません。内野スタンド(1塁側・3塁側)での応援をお願いいたします。

• 全チームの記念写真（お子様のみ）を撮影いたします。試合の空き時間にぜひ撮影にご協力ください。

• 受付に「ユニクロリサイクルＢＯＸ」を設置いたします。古着の回収をしますのでお持ちください（ブランドは問わず
/ベビー服から160cmまで / パンツや靴下等の下着類・靴・マフラーは対象外）。

• ユニフォームは、ユニクロより申し込みされた人数分をご提供しますので、必ず着用してください。サイズは130cm
のみとなります。サイズ変更には対応できませんので、予めご了承ください。なお、短パン・ソックス・運動靴等は
各自でご用意ください。

• サッカーシューズは使用できません。(運動靴、マルチスタッドの靴をお使いください)

• ボールは必要ありませんので、お持ちにならないでください。

• 待機場所は、内野スタンド(1塁側・3塁側)のみとなります。他のスタンドは立入禁止です。

• 待機スタンドでは飲食が可能です。飲み物の制限もございません。

• ゴミは必ずお持ち帰りください。

• 横浜スタジアムに直接連絡することは絶対におやめください。

• 荒天(大雪・大雨)等の場合、当日朝6:30までに中止決定いたします。次のとおりご確認ください。
①公益財団法人日本サッカー協会ホームページに掲載
②一般社団法人神奈川県サッカー協会ホームページに掲載

• 貴重品は各自で管理をお願いいたします。

• エレベーターは利用できません。

• 駐車場はありません。公共交通機関をご利用ください。

• スタジアムへの入り口はJR関内駅から横断歩道を渡りまっすぐ進み、スロープを上がったところからの入場をお願いし
ます。一般の歩行者並びに公園利用者もいらっしゃいますので、邪魔にならないようにお願いいたします。

• 本イベントをより多くの方に知っていただき、今後のサッ力一普及活動を推進するため、参加者・観戦者の映像・写真
を主催者・協賛社で広報目的に使用したり、各種メディアの取材活動のために利用したり、参加者への写真販売を行
なったりするために、本イベントの模様を写真・動画、その他の方法で記録し参加者の肖像がそれぞれの媒体で使用
されることがあります。

• 当日の緊急連絡先
070-1254-2665 神奈川県サッカー協会・石井（当日のみ）（チーム代表の方のみご利用ください）



2. ルール等試合実施方法
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①試合は、6人制（ゴールキーパーなし）でおこないます。
②選手の交代は自由です。
③ピッチサイズは、26m×14m程度です。
④ゴールは、原則として高さ1m×幅2mのキッズゴールです。
⑤ボールは3号軽量球を使用します（主催者で用意します）。

⑥時間は、前半5分、インターバル2分、後半5分でおこないます。インターバル後の攻める方向の変更はしません。
⑦アウトボールはすべてレフェリーのスローインにより試合を再開します。ただし、試合がスムーズにすすむようであればそのまま続行します。
⑧オフサイドはありません。その他の反則もできるだけとりませんが、レフェリーからやさしく注意されることがあります。

⑨すねあてやサッカー用のソックスの着用の義務はありません。
⑩サッカーシューズは使用できません。運動靴、マルチスタッドの靴をご使用ください
⑪判定はすべてレフェリーに一任してください。クレーム等はなさいませんようご協力お願いします。
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①試合開始1分前になったら、両チームともピッチ中央に整列してください。（1チーム6人、ゴールキーパーなし）
②両チームに攻める方向を確認します。
③あいさつ「気をつけ︕元気よく、よろしくお願いします︕」⇒グータッチ
④試合ができるよう選手はピッチに広がります。

試
合
中

①ボールは各ピッチ２個使用します。１個はレフェリーが手に持ち、ボールが大きく外に出た場合に使用します。
②試合開始は、ホイッスルののち、レフェリーがボールをピッチ中央に軽く投げ入れます。（全ピッチ同時ホイッスル）
③ピッチの外にボールが出た場合は、すべてレフェリーによるスローインにより試合を再開します。
④多少ボールがラインから出ても、スムーズに進行できるようなら、そのままプレイを続行させることがあります。
⑤ゴールが決まった場合は、ピッチ中央まで戻り、相手チームにボールを渡し試合を再開します。（明確なキックオフはなし）
⑥極端な反則（手で持って歩いた、相手をつかんだ、殴った、蹴った）以外はそのままプレイを続行させます。プレイの
再開は レフェリーのスローインで再開します。

⑦極端な反則はその場から直接フリーキックとします。その場合、相手チームは5m程度離れるようにしてください。
⑧ボールに選手が群がった状態で、危険が伴ったり、プレイに支障をきたす場合は、一度プレイを止め、違う場所に投げて
プレイを再開させることがあります。
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①ハーフタイムのインターバル2分
②前半終了のアナウンスにあわせ、ホイッスルを鳴らします。
③インターバルが2分と短いため、水分補給が終わったらすぐにピッチ内にお戻りください。
④前半と後半の攻める方向は変更しません。

試
合
後

①試合終了のホイッスルが鳴ったら、終了の笛を鳴らします。選手はピッチ中央に整列し、あいさつ⇒グータッチ
②グータッチが終わったら、速やかに選手はをピッチの外に出てください。
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①試合結果は発表しません。


	スライド番号 1
	スライド番号 2

